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現在に至る

　小児歯科において苦慮する課題の一っに、非協力児の治療が挙げられる。

　もし、この歯科治療における非協力児を協力児に変える画期的な方法があればど

んなに助かることかと、いっも思う。

　しかし、このような患者もこちらの接し方次第では、この変化を見せてくれるこ

とがある。私たち歯科衛生士は、日頃から、その時、その患児に適した接し方を見

っけるために、子供が診療室で見せるわずかなサインを逃さずキャッチするように、

心がけておく必要がある。そして、そこから子供の心理状態を察し、対応策を判断

する。この作業の積み重ねが、次第に子供の理解を深めていくのではないかと思う。

　今回のシンポジストの発表には、日常の診療の中で具体例を示しながら、このエッ

センスとも言うべきものを示唆してくれる内容がふんだんに盛り込まれている。ま

た、非協力児の対応で、問題とされる強制的な治療に対する考え方とその取り組み

についても、それぞれの医院で特徴がある。この点も興味深いものがある。

　今日の医療においては、インフォームドコンセントが基本となっている。非協力

児の対応にっいても強制治療、母子分離、鎮静法などにおいて、こちらの方法を強

要するのではなく複数の選択肢を提供し、保護者とともにその患児にとって最良の

方法を見っけだしていく。この過程で、保護者との信頼関係が構築される。このこ

とは子供にアプローチする上でもかなり効果的で、子供の心を開く“鍵’になると

考えている。

　このシンポジウムで、様々な対応を知ることにより、私たちが各々の職場で模索

しながら自分にあった新しい対応策が発見できることを願っている。
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